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１．概要（Summary） 

  分光測定において、THz 帯は電子回路の高周波限界

の上であり、光学素子や光源の制限により低エネルギー

限界の下であった。私達は、実験室レベルの装置で可能

になった THz 帯の可変波長を、二次元電子系ホールバ

ー試料に照射することにより、可変波長の偏光に依存した

光電流の測定を行うことを提案した。そのために最適な構

造の二次元電子系ホールバー試料を作製した。本研究

では系の持つ時間反転対称性の破れによって、非自明

な端状態の実現の端緒を得ることを目的とする。 

 

２． 実験（Experimental） 

【使用した主な装置】 

パッケージング装置、パターン投影リソグラフィシステム 

 

【実験方法】 

GaAs/AlGaAs 単一ヘテロ接合エピウエハ上にフォトリ

ソグラフィーとエッチングによりホールバー構造を作製した。

ホールプローブにオーミックコンタクトを取るための電極を

蒸着し、その後アニーリングをした。作製された試料の電

気特性を調べるためにチップキャリアーにマウントし、パッ

ケージング装置を用いて電極間のアルミワイヤーボンディ

ングを行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 Figure 1 に示すように、フォトリソグラフィーにより長さ

1600 µm、幅 400 µmのホールバー構造を作製し、ホー

ルプローブの先に電極を蒸着した。電気特性の測定のた

めに、電極をアルミワイヤーでボンディングを行った。試

料温度300 Kと77 Kで電圧掃引をして電流-電圧特性を

測定し、オーミックコンタクトの評価を行った。その結果、

良好なオーミックコンタクトが形成されていることが確認さ

れた。 

 

 

 

Figure 1 Optical microscope image of a Hall-bar 

structure of GaAs/AlGaAs single heterojunction. 

 

４．その他・特記事項（Others） 

本研究の一部は科研費基盤研究(A) （代表、三沢和彦） 

15H02117、科研費基盤研究(B) （代表、野村晋太郎） 

15H03673のサポートのもとに行われた。 
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